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「
伊
努
」
地
名
考 

 

 
「
伊
努
」
と
い
う
名
の
初
見
は
、
大
化
元
年
（
六
四
五
）
出
雲
国
出
雲
郡
伊

努
郷
と
な
っ
た
事
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

ま
た 

出
雲
国
風
土
記
（
天
平
五
年
（
七
三
三
））
に
は
「
伊
努
社
」
の
名
が
あ

り
、
神
亀
三
年
（
七
二
六
）
に
伊
農
（
イ
ヌ
）
を
伊
努
に
改
め
た
と
い
う
記
述

が
あ
り
ま
す
。 

 

理
由
は
国
引
き
し
た
意
美
豆
努
命
の
子
「
赤
衾
伊
努
意
保
須
美
比
古
佐
和
気

農
命
の
社
が
こ
の
郷
に
在
っ
た
」
こ
と
に
よ
る
そ
う
で
す
。 

 

ま
た
、
延
喜
式
「
神
名
帳
」
（
延
長
五
年
（
九
二
七
））
に
は
「
伊
努
神
社
」

の
名
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、「
伊
努
」
の
名
は
飛
鳥
時
代
か
ら
当
地
に
存
在
し
ま
す
が
、 

「
伊
努
・
イ
ヌ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
一
説
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。 

あ
る
古
老
の
話
し
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本
に
ま
だ
仏
教
の
教
え
が
な
い
時
代
、

楯
縫
郡
北
浜
に
流
れ
着
い
た
異
国
の
仏
僧
者
達
が
、
十
六
善
神
の
御
神
託
に
従

い
般
若
教
を
広
め
る
た
め
に
北
山
を
越
え
よ
う
と
し
た
時
の
事
で
す
。 

異
国
の
仏
僧
者
達
は
北
山
の
山
中
で
狼
の
群
れ
と
遭
遇
し
ま
し
た
が
、
般
若

経
の
読
経
に
よ
り
、
狼
は
犬
（
イ
ヌ
）
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、
仏
僧
者
達
の
通

る
道
を
切
り
開
い
た
そ
う
で
す
。 

 

犬
達
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
道
は
、
鰐
淵
寺
か
ら
伊
努
神
社
に
通
じ
る
参
道
で

す
。
そ
れ
が
、
い
つ
し
か
犬
谷
（
イ
ヌ
谷
）
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
時
が
経
っ
て
、
そ
の
イ
ヌ
谷
が
「
伊
努
谷
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
そ
う
で
す
。 

 

「
伊
努
」
の
道
が
、
わ
が
国
へ
の
般
若
経
伝
来
の
聖
な
る
道
か
と
思
う
と
何

か
心
を
打
た
れ
る
も
の
を
感
じ
ま
す
。 

                

★
付
記 

仏
教
は
、
紀
元
前
六
世
紀
頃
に
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
国
境
付
近
の
シ
ャ
カ

（
釈
迦
）
族
の
王
子
と
し
て
生
ま
れ
た
釈
尊
の
教
え
で
す
。 

 

日
本
で
は
ま
だ
縄
文
時
代
で
、
竪
穴
式
住
居
に
住
み
、
狩
り
や
植
物
な
ど

の
採
集
な
ど
で
生
活
し
て
い
た
時
代
で
す
。 

そ
の
仏
教
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
や
バ
ー
ミ
ヤ
ン
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
長
い
旅

を
し
て
、
五
三
八
年
に
百
済
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 


